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扉開き得ざり・し時代の天艦讃仰に基因してみる．・

〔附記〕こんな事を書かうとした原因は，私の佳む西宮市今津は（西隣の津門に

　挿し）上代には相當優良民族の佳レた土地で，國實指定の銅鐸が土中より出

　た所であ’り，明治維新の大改革を被ったにも拘はらす，今尚，古社寺が少く

　ない．其の中に三十番帥奉祀の村就“上野神祉”があり，北辰を祭る妙見宮

　があり，妙見宮の大提ドには北斗七星が描かれて居る等を見，更に上野林肚

　の世話方から，示申職でもない私に論明を請はれたので，（詳細は省くが）こん

　なものをものした．「天界」から脱線した記事であるので，遠慮しながら綴っ

　た。

　　十歎年前會津：に遊んで，有名な贋「日新館」の阯を訪ねたことがあった．若

　松騨で倖を雇って案内を請うたが，車夫は全然何も知らない．彼虚此庵と尋

　ね廻ったが，何虚でも皆目知らない．最後に武術道：場で聞いて漸く判った．

　それは「天：文」といふ醤油醸造家の所有となって居るとの事，倖夫も“天文

　ならば”と，掲出天走り，前庭に導いて呉れた．漏壷の主人公は八十飴歳で

　猶電磁であった．玄關には竹刀や創出の防具等があったので住所が判ったこ

　とが首肯された．

　　私の目的は日新館の天文豪阯を見たいのが鼠的であったので，早速案内を

　願った．弓庭には妙見宮が祭られてあった．

　　最後に，會津が生みし碩學新城先生を偲び，更に其の高弟として，限田田

　上高に因縁深い山本博士の前途の光明を祀温したい．

質　　疑　　磨　　答

問ひ・“短週期攣星”等の親測を記録するに當り，ユリウス通日を小敷黙以上3

　位まで記す時，真心時に補正しなければならないとの事であるが，之れは如

　何にして’補正は出臨ませうかア　出島るだけ簡直な計簡法を御教へ下さV・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（XY）

答へ地心時から日心時へ導くためには，一般に下の式があります：
　　　　　　　　　　　　　　　　　（日心時）＝（地心時…）一8。308×Rc・s　tS　COs（◎一λ）・一…・・…・…（1）

但し，こsで，Rは地球から太陽までの距離（天文輩位で表はす）で，普通の

天爵暦や天’文年鑑にあります．又，βとλとは攣尾の黄緯と黄経です．爾ほ，

◎は太陽の黄経です．

　◎とRとは一年の季節のみに二二するもので，総ての星に共通ですから，（1）

の式は，次の表を用みると，極めて簡輩に計算出來ます．
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　尤も，星の位置は大仁赤経撰と赤緯δとで與へられてるますから，その黄経

えと黄緯βとを知るためには，叉，特に下の如き式で計算する必要があります＝

まつ

　　　1anM一霞一　s漂。。一面が写・・…一一…（・）

によって，Mを求め，次ぎに，
　　　tan　Z　＝　一Sgt　El；IIISisMts－ii－LE一）一一　x　tan　a　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…（3）

　　　tan　P＝　tan　（rl－e）　．　sin　7．　・一…　一・一・…　一…　一・・・…　一・・・・…　一一一・・・・・・・…　一（4，）

そして，槍算のためには次ぎの式を用ゐます：

　　　　　　　鯉ぎM蒜三Σ一：譜豊：1一・一一一………（・）

皆，回れ等の式は，封数計算に便利に出生てるます．しかし，計算尺の精密さ

でも良いわけです．（L・M・N・）

本陣騨戸支部　來2月23日（金畷）18時，元町四丁目三菱櫨上で例會を開く．

山本會長の“太陽系の構造”に關する講話あり。折から白羊宮に集りつSある

五大遊星を一同回しむ筈．
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代理をつとめ，叉，制規幹事5氏の役目は皆臨時に米國の代員が當つた．

　現在，この同盟には32ケ國が加盟してみるが，貴際に出席したのは其のうち

20ケ國（プルヘンチナ，白，カナダ，チリ，コロンビヤ，デンマルク，アイレ，

フィンランド，a蜀r英，ギリシャ，オランダ，日本，メキシコ，ノルエ1，ポ

1ランド，ルマニヤ，スエ1ヂン，スヰス，米）であ1）　）樹ぼブルガリヤ，ド

ミニカ，ホンガリヤ，・fンド，フ■リピン，ゴネズエラ等の未加盟國から客員

が出席した．出席山中には米國人が最大多数（約300人，内，會員外のもの100

名）を占め，他國の代表者は95名（うち，會員外は25名）で，（我國からは本會員

松山博士）出席者数から言へばレコ1ド破りの多数であった．只，佛伊繭國代

表者（前回はロシヤからの客員もあったのに）が皆訣席であったのは遺憾であ

った．一二って，職時下に於ける國際學野営議の模様も想像されるわけであ

る．

　新しい事務關係の協議を省いたため，支出事項の計聲を止め，資金のある限

ip　v全部從前通りめ二二としたが，幸ひにして・同盟は未梅酒の資金を若干有

ってみるので，今後，各國からの醸金は減することを見越しつsも，伺ほ同盟

本部や二二部内の事業は，雫和が到來するまで挙行することとなった．

　主催地たる米國では，準備委員會（委員長R・M・Field博士，幹事J・A・Fle－

ming博士）の特別な墨力により，費用其の他の黒占に於ても非常に有効に働い

た．この非常時にも拘らす，米國政府は此の會議開催につV・て有らゆる援助を

惜ます，開二上では二二卿C．Hull氏の鰍迎の彫があり，又，：大統領R・。se－

velt氏はFleld博士と共に，閉會に臨み同盟や一等部の役員を全部引見した・

國務卿の鰍丁丁中には，次ぎの言葉があった．

　“私が國民一般と共に熱心に希望しますことは，將來，いっか，世界の政治

　家たちが，理學者諸氏の範に習ひ・，壁際的な政治問題を，諸氏の如き梅干と

　友誼の精神によって解決せんことであります・”

　同盟や各二部の會合は，すべて，Gcorge　Washington大學で開かれ，萬事

順調に運び，叉，諸所の山道や訪問等があり，至る所，米國朝野の親切な態度

が現はれた．二二と総幹事とはジヨジ・ワシントン大學から下位が貝曾られた．

　汎米地理歴史學魯（會長はメキシコのP・C・Sanchey博士）は本同盟と協力

し，同下館で3回の二三委員會が開かれ，測地學及び地球物理學關係の重要事

項が協議された．（チヤプマン氏，Nat・3651より）

貿疑：紳武天皇御町位の皇紀元年頃は，何星が北極星でしたか？　（天文狂）

答A：今の“小熊座”のβ星でした．


